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【誤訳訂正書】
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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３Ｄ観察メガネを通してレンズに垂直な入射角で観察したとき、及び前記３Ｄ観察メガ
ネを通してレンズに垂直でない入射角で観察したとき、少なくとも１つの狭帯域の波長の
セットを通過させる複数の通過帯域を含む３Ｄ観察メガネであって、
　前記狭帯域の波長のセットは、垂直な入射角で観察されたとき、対応する通過帯域の第
一の位置で通過され、前記狭帯域の波長のセットは、次第に垂直でなくなる入射角で観察
されたときに、前記第一の位置から次第に離れた位置であって、前記複数の通過帯域の長
波長側の端に次第に近くなる位置で通過され、
　前記狭帯域の波長のセットの全ては、前記対応する通過帯域の中に維持される、
　３Ｄ観察メガネ。
【請求項２】
　前記複数の通過帯域は、垂直な入射角で観察されたときに、狭帯域の波長が予め決定さ
れた光の透過量を与える通過帯域の最短の波長の位置で通過されるように構成される、
　請求項１記載の３Ｄ観察メガネ。
【請求項３】
　最短の狭帯域の波長が垂直に入射するときに通過帯域における狭帯域の波長のうちの最
短の波長と前記通過帯域の短波長側の端との間に設けられる許容通過領域を更に含み、
　前記許容通過領域は、前記通過帯域の１０％未満を含み、
　同じ通過帯域において前記第一の位置から次第に離れる位置は、前記通過帯域の大部分
を含む垂直でない入射の通過領域を構成している、
　請求項１記載の３Ｄ観察メガネ。
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【請求項４】
　前記狭帯域の波長のセットは、レーザ波長を含み、
　許容通過領域は、垂直に入射するときに通過帯域における狭帯域の波長のうちの最短の
波長と前記通過帯域の短波長側の端との間に設けられ、
　前記許容通過領域は、フィルタの通過帯域とレーザ生成の精度の偏差に基づく、
　請求項１記載の３Ｄ観察メガネ。
【請求項５】
　前記複数の通過帯域は、映画館における斜めの視野角と概ね等しい量だけ垂直でない入
射角で観察された波長を通過する、
　請求項１記載の３Ｄ観察メガネ。
【請求項６】
　それぞれの通過帯域は、対応する少なくとも１つの狭帯域の波長のセットを通過させる
通過領域と、垂直でない入射角での観察の通過領域とを含み、
　前記垂直でない入射角での観察の通過領域は、前記通過帯域の特性をシフトさせる条件
下で観察したときに、少なくとも１つの狭帯域の波長のセットを通過させる前記通過帯域
の領域を含む、
　請求項１記載の３Ｄ観察メガネ。
【請求項７】
　前記狭帯域の通過領域と前記通過帯域の短波長側の端との間に設けられる許容通過領域
を更に含み、
　前記許容通過領域は、実質的に前記垂直でない入射角での観察の通過領域より小さい、
　請求項６記載の３Ｄ観察メガネ。
【請求項８】
　前記許容通過領域の帯域幅は、精度の変動性と、通過帯域及び／又は光帯域の品質との
関数である、
　請求項７記載の３Ｄ観察メガネ。
【請求項９】
　前記３Ｄ観察メガネは、プラスティック材料であるレンズを含み、
　前記レンズのエッジでの対応する通過帯域と比較して、前記レンズの中央領域における
前記３Ｄ観察メガネの通過特性は変化する、
　請求項６記載の３Ｄ観察メガネ。
【請求項１０】
　前記３Ｄ観察メガネは、前記通過帯域が基板上に設けられたレンズを含む、
　請求項６記載の３Ｄ観察メガネ。
【請求項１１】
　前記通過帯域は、前記３Ｄ観察メガネの弧状のレンズ上に設けられる、
　請求項６記載の３Ｄ観察メガネ。
【請求項１２】
　前記垂直でない入射角での観察の通過領域は、それぞれの通過帯域の９０％を超える領
域を含み、最小の透過レベルを満たしている、
　請求項６記載の３Ｄ観察メガネ。
【請求項１３】
　レーザ光の少なくとも１つの波長を通過させる少なくとも１つの通過帯域を含む３Ｄ観
察メガネであって、
　前記通過帯域は、前記通過帯域の長波長側の端よりも前記通過帯域の短波長側の端に近
い前記通過帯域の一部において垂直な入射の通過領域であって、前記３Ｄ観察メガネに垂
直に入射したときにレーザ光の前記少なくとも１つの波長を通過させる正常な通過領域と
、前記垂直な入射の通過領域の一方の側において前記３Ｄ観察メガネに垂直でない角度で
入射したときに狭帯域のレーザ光を通過させる垂直でない入射の通過領域とを含み、
　前記レーザ光の少なくとも１つの波長は、常に前記対応する通過帯域の中に維持される
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、
　３Ｄ観察メガネ。
【請求項１４】
　少なくとも１つの垂直な入射の通過領域と少なくとも１つの垂直でない入射の通過領域
とをそれぞれ含む複数の通過帯域を更に含み、
　前記垂直でない入射の通過領域のうちの少なくとも１つは、少なくとも１つの他の垂直
でない入射での観察の通過帯域よりも多くの波長を通過させる、
　請求項１３記載の３Ｄ観察メガネ。
【請求項１５】
　第一のセットのレーザ光の波長と第二のセットのレーザ光の波長とを通過させる複数の
通過帯域を更に含み、
　前記複数の通過帯域は、前記３Ｄ観察メガネに垂直に入射したときに前記第一のセット
のレーザ光の波長を通過させる、前記複数の通過帯域の短波長側の端での第一の垂直な入
射の通過領域と、前記３Ｄ観察メガネに垂直に入射したときに前記第二のセットのレーザ
光の波長を通過させる第二の垂直な入射の通過領域と、前記３Ｄ観察メガネに垂直でない
角度の範囲で入射したときに前記第一のセットのレーザ光の波長を通過させる、前記第一
の垂直な入射の通過帯域と前記第二の垂直な入射の通過帯域との間の第一の垂直でない入
射の通過領域と、前記３Ｄ観察メガネに垂直でない角度の範囲で入射したときに、前記第
二のセットのレーザ光の波長を通過させる第二の垂直でない入射の通過領域とを含む、
　請求項１３記載の３Ｄ観察メガネ。
【請求項１６】
　前記複数の通過帯域は、前記３Ｄメガネにおける第一のフィルタの一部であり、
　前記３Ｄ観察メガネは、赤の高域通過帯域と緑の通過帯域を介して前記複数の通過帯域
を光学的に取り囲む第二のフィルタを更に含む、
　請求項１５記載の３Ｄ観察メガネ。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】３次元投影及びカラーギャマットの改善のためのレーザ光源を使用したプ
ロジェクタ、投影システム及び関連する方法
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディスプレイ及びビューイングシステムに関し、より詳細には、３次元及び
二次元ワイドカラーギャマットソリューションを投影及び見るためのシネマシステムに関
する。　
　本出願は、2011年3月14日に提出された米国特許仮出願第61/452,638号の優先権を主張
するものであり、この米国特許仮出願は、引用によりその完全な形で本明細書に盛り込ま
れる。
【背景技術】
【０００２】
　３次元（３Ｄ）立体投影の方法は、アナグリフ、直線偏光、円偏光、シャッターメガネ
及びスペクトル分離を含む。アナグリフは、最も古い技術であり、一般に一方の目につい
て赤であり、他方の目に付いてシアンである２つのカラーフィルタを通した光をフィルタ
リングすることで左／右目の分離を提供する。プロジェクタでは、左目の画像は、赤フィ
ルタを通して（一般に）フィルタリングされ、右目の画像は、シアンフィルタを通してフ
ィルタリングされる。眼鏡は、左目用の赤フィルタと右目用のシアンフィルタとからなる
。この方法は、白黒の原画像について最良に機能し、カラー画像について良好に適さない
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【０００３】
　線形偏光３Ｄは、垂直方向に（一般に）指向される直線偏光子を通して左目画像をフィ
ルタリングし、水平方向に指向される直線偏光子を通して右目画像をフィルタリングする
ことで、プロジェクタでの分離を提供する。眼鏡は、左目用の垂直方向に指向される直線
偏光子と右目用の水平方向に指向される偏光子とから構成される。投影スクリーンは、そ
の独特の色のため、「シルバースクリーン」とも呼ばれる偏波面保存タイプからなる必要
がある。直線偏光は、フルカラー画像が色歪みが殆どなしで表示されるのを可能にする。
直線偏光は、幾つかの問題を有し、これらは、高価、壊れやすく且つ一様でないシルバー
スクリーンについての必要を含む。別の問題は、ビューアは、一方の目から別の目へのク
ロストークを回避するため、彼の頭を垂直方向に指向されたままにする必要がある。
【０００４】
　円偏光３Ｄは、ビューアが彼の頭を垂直に指向されるのを必要とする問題に対処するた
めに発明された。円偏光は、（一般に）左利きの円偏光子を通して左目画像をフィルタリ
ングし、右利きの円偏光子を通して右目画像をフィルタリングすることで、プロジェクタ
での分離を提供する。眼鏡は、左目用の左利きの円偏光子と右目用の右利きの円偏光子か
ら構成される。シルバースクリーンは、このアプローチについて必要とされる。
【０００５】
　シャッターメガネは、左画像と右画像とを時間的に多重化することで分離を提供する。
プロジェクタでの分離用のフィルタが必要とされない。眼鏡は、シャッターメガネから構
成される。これらは、アクティブメガネであり、プロジェクタのフレームレートと同期し
てレンズを電子的に閉じる。左目画像がはじめに表示され、続いて右目画像が表示される
等である。映画館においてメガネに直接有線接続を有することは実用的ではないので、左
／右目のシャッタリングのためのタイミングリファレンスを提供するため、無線又は赤外
線シグナリング方法が使用される。この方法は、観客席においてＩＲ又はＲＦ送信機を必
要とする。シャッターメガネは、高価であって掃除することが困難であり、頻繁に取替え
ル必要があるバッテリを必要とし、それらのスイッチングレートにおいて制限される。シ
ャッターメガネは、Ｄシネマ又は他の電子投影システムとの使用についてのみ実用的であ
り、これは、フレームレートとシャッターメガネを同期させるために必要とされる信号を
非常に少ないフィルムプロジェクタが提供するからである。この方法は、シルバースクリ
ーンを必要としない。
【０００６】
　スペクトル分離は、左目及び右目をスペクトル的にフィルタリングすることで、プロジ
ェクタでの分離を提供する。このシステムは、左目及び右目用のフィルタがそれぞれ赤、
緑及び青のスペクトルの一部を通過させ、フルカラー画像を提供する点でアナグリフとは
異なる。左目フィルタのバンドパススペクトルは、右目フィルタのバンドパススペクトル
に相補的である。眼鏡は、プロジェクタで使用されるのと同じ一般的なスペクトル特性を
持つフィルタから構成される。この方法はフルカラー画像を提供する一方、左目及び右目
における色を原画像に存在する色に整合させるために色補償を必要とし、プロジェクタの
ギャマットに比較してカラーギャマットにおいて小さな低減となる場合がある。
【０００７】
　３Ｄ立体表示のための左／右目の分離を提供する先の方法の全ては、２つのプロジェク
タの何れかで使用されるか（左目用に１つ及び右目用に１つ）、又は単一のＤシネマプロ
ジェクタシステムと使用される場合がある。デュアルプロジェクションシステムでは、プ
ロジェクションフィルタは、通常スタティックであり、プロジェクションレンズの前に位
置するか又はプロジェクタ内に位置する場合がある。単一のＤシネマプロジェクタシステ
ムでは、左及び右画像は時間多重される。プロジェクションフィルタが必要とされないシ
ャッターメガネの場合を除いて、これは、プロジェクションフィルタがＬ／Ｒ多重周波数
で変わることを意味する。これは、多重化周波数に同期されるプロジェクタにおけるフィ
ルタホイールで行われるか、又は電子的に切り替えられるフィルタで行われる場合がある
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明者は、２Ｄ及び３Ｄ環境の両者において狭帯域投影及び観察システムの必要を認
識している。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　１実施の形態では、本発明は、通過帯域を有する眼鏡を通してみるために、狭帯域の光
源からスペクトル的に分離された画像を投影する投影システムを提供するものであり、そ
れぞれの通過帯域により通過される中心波長（又は通過帯域それ自身）は、通過帯域が通
過することが意図される狭帯域の光の中心波長に関して赤方向にシフトされる。
【００１０】
　本発明は、垂直でない入射角での観察（off-axis　viewing）が通過帯域における別の
位置にフィルタを「移動する」（例えば所望の波長を中心におくように「移動する」）よ
うに、垂直な入射角で観察したときに中心を外れて所望の光帯域を通過する通過帯域を有
するレンズを備える観察メガネを提供する。メガネのそれぞれのレンズは、少なくとも３
つの狭帯域の光を通過する２つの通過帯域を有し、狭帯域の光は、３Ｄ画像の一部を含む
変調されたレーザ光である。第一のレンズは、青の通過帯域と緑－赤の通過帯域を有し、
第二のレンズは、青－緑の通過帯域及び赤の通過帯域を有する。赤の通過帯域は、高域通
過フィルタを有する。垂直な入射角で観察したときに中心を外れて通過される所望の波長
は、例えば通過帯域により通過されるターゲット又は中心、或いはターゲット波長に関し
て青にシフト（blue　shifted）される。
【００１１】
　波長がそれ自身シフトされない本発明の態様に関する説明では、フィルタ（又は通過帯
域）は、シフトされず又は移動されないことに留意されたい。しかし、用語「シフト“sh
ifted”」は、幾つかの基準に関して波長を説明するために使用され、用語「移動“move
”」は、垂直な入射角とは対照的に、垂直でない入射角で光を通過したとき、フィルタ又
は通過帯域の特性がどのように振舞うかを示す。
【００１２】
　本発明に係るレンズ、レンズ材料、又はフィルタは、（基板上に堆積された層、又は薄
いプラスティック、ポリカーボネート又は他のプラスティックのような材料の層といった
）層から構築される場合がある。様々な実施の形態では、波長の特性は、フィルタ／レン
ズの中央領域に比較して（例えば「レンズ」のエッジに向かって赤にシフトされるといっ
た）フィルタ／レンズのエッジに向けて赤に通過帯域がシフトされるように、フィルタ又
はレンズ上の位置に従って変化する。
【００１３】
　本発明は、表示される画像データに従って変調器及び光源に電圧を印加することを含む
。本発明は、デバイス、方法、装置、メカニズム、又は他の形式の実施として実現される
か、或いは本発明の何れかの部分を実施するために構成される。
【００１４】
　本発明の部分は、汎用コンピュータ、又はネットワークコンピュータ上のプログラミン
グにおいて便利に実現され、結果は、汎用コンピュータ、ネットワークコンピュータの何
れかに接続される出力装置上で表示されるか、或いは出力又は表示のためにリモートデバ
イスに送信される。さらに、コンピュータプログラム、データシーケンス及び／又は制御
信号で表現される本発明のコンポーネントは、限定されるものではないが、ワイヤレスブ
ロードキャスト、銅線を通した伝送、光ファイバケーブル及び同軸ケーブル等を含む任意
の媒体で任意の周波数でブロードキャスト（又は伝送）される電気信号として実施される
場合がある。
【図面の簡単な説明】
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【００１５】
　本発明のより完全な理解及び本発明の付随する利点の多くは、添付図面と共に考慮され
るとき、以下の詳細な説明を参照して良好に理解されたときに、容易に得られるであろう
。
【図１】本発明の実施の形態に係るレーザ／狭帯域の照明及び観察の通過帯域を例示する
図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る通過帯域の構造的な要素に関する図である。
【図３】本発明の実施の形態に係るレーザ／狭帯域の照明及び観察の通過帯域を例示する
図である。
【図４Ａ】本発明の実施の形態に係るレーザ／狭帯域の照明及び観察の通過帯域を例示す
る図である。
【図４Ｂ】図４Ａで提供される照明及び通過帯域に係る色度図である。
【図５Ａ】本発明の実施の形態に係るレーザ／狭帯域の照明及び観察の通過帯域を例示す
る図である。
【図５Ｂ】図５Ａで提供される照明及び通過帯域に係る色度図である。
【図６】本発明の実施の形態に係るプロジェクタ、コネクティビティ、映画館及び観察の
アレンジメントを例示する図である。
【図７】本発明の実施の形態に係るデュアルプロジェクタアレンジメントを例示する図で
ある。
【図８】本発明の実施の形態に係る３Ｄ投影の光源及び変調、又は２Ｄ投影におけるワイ
ドカラーギャマットを例示する図である。
【図９】本発明の実施の形態に係る様々なデュアルプロジェクションシステムにおける光
源及び変調を例示する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　同じ参照符号が同一又は対応する構成要素を示す図面、特に図１を参照して、本発明の
実施の形態に係るレーザ／狭帯域の照明及び観察の通過帯域が例示される。狭帯域の光及
び通過帯域１００の第一のセットは、３Ｄ画像生成システムの第一及び第二のチャネルの
それぞれについて（例えば狭帯域の青の光１０２により表される）青、緑及び赤の光源を
含む。狭帯域の光は、例えば個々のレーザ又は他の狭帯域の光源である。光は、広帯域の
光源又は所望の帯域幅に整合させるために適切なフィルタリングと結合される一連の狭帯
域の光源から生成される。１実施の形態では、狭帯域の光源のそれぞれは、その出力が対
応するフィルタにより通過される連続的な狭帯域の光源を構成する複数の接近して配置さ
れる（又は部分的にオーバラップする）レーザ光を備える。幾つかの実施の形態では、そ
れぞれの光源は、単一のレーザにより提供される。例示されるように、（例えばフィルタ
通過帯域１０４により表される）フィルタは、光源のうちの１つを通過させ、他のチャネ
ルのそれらを除く特性を有する。この実施の形態について、それぞれのフィルタは、その
対応する光源にフィルタが集中するように設計される（フィルタの中心で光が通過される
）。この構成の利点は、フィルタ効率が通過帯域の中心部分で最大となることである。
【００１７】
　例えば、チャネルは、３Ｄ画像生成システムの右（Ｒ）及び左（Ｌ）チャネルである。
そして、それぞれのチャネルは、対応するフィルタによりそれぞれ通過される少なくとも
１つの青の光、少なくとも１つの緑の光及び少なくとも１つの赤の光を有する。
【００１８】
　改善されたバージョンは、狭帯域の光及び通過帯域１１０により提供される。例示され
るように、通過帯域（例えば青の通過帯域１１４）は、フィルタ通過帯域の青の端でそれ
らの対応する光を通過するように特に適合される。この構成の利点は、通過帯域をより構
築されるフィルタを通して観察したとき、より大きな垂直でない入射角での観察を可能に
するものである。そして、適切に設計されたフィルタにより、この構成をもつ垂直でない
入射角での観察は、より対称的な設計に比較してチャネル間のクロストークを低減又は除
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去することができる。フィルタを通して観察したとき、フィルタの特性は、垂直でない入
射角で観察された光に比較して垂直な入射角で観察された光について変化する。例えば、
フィルタの通過帯域は、垂直な入射角で観察された（又はフィルタに垂直に入射した）光
線に比較して、（例えばフィルタとの入射の斜角といった）垂直でない入射角で観察され
た光線について青を典型的にシフトする。
【００１９】
　しかし、本明細書で例示されるフィルタ構成によれば、フィルタの通過帯域（例えば青
の通過帯域１１４）は、フィルタ通過帯域の青の端でその対応する光を通過するように特
に適合される。これは、通過帯域の大部分について、（例えば青の光１０２にまたがるフ
ィルタ通過帯域１０４といった）その対応する光にまたがるように構成されるフィルタに
比較して、垂直でない入射角で観察するために利用されるのを可能にする。これは、図２
Ａを参照して更に詳細に記載される。図２Ａは、本発明の様々な実施の形態に係る通過帯
域の構造要素の図である。図２Ａは、３つの通過帯域２００，２２０及び２４０、並びに
それらの通過されるべき対応する光を例示する。通過帯域２２０の対応する光２２２は、
例えば単一の光源により生成されるレーザ光を含む。１実施の形態によれば、光２２２は
、同一又は僅かに変化する波長の複数のレーザ光源により生成される。通過帯域２２０の
帯域幅は、光２２２よりも実質的に大きい。通過帯域２２０は、（例えば通過帯域の１～
２５％といった）通過帯域２２０の青の端で光２２２を通過させるために特に構成される
。理想的には、（例えば垂直又はほぼ垂直方向の通過帯域の幅といった）高品質のフィル
タ構成により、光は（垂直な入射角で観察したとき）、青の通過帯域の壁に直接に隣接す
る通過帯域の最も青い部分により通過される。しかし、実用的な実装のため、通過帯域２
２０は、許容通過帯域２２６を含む。１実施の形態において、許容帯域は、光２２２の光
源の精度の偏差（例えばピークトゥピークの偏差、ピークトゥピークの偏差の近似、標準
偏差等）に設定される。別の実施の形態では、許容帯域は、フィルタの壁の構造の（例え
ばピークトゥピークの変動、標準偏差等の何れかといった）偏差（又は平均の変動）に設
定される。更に別の実施の形態では、許容範囲の帯域は、１.５と３ｎｍとの間で設定さ
れる。［±２ｎｍの短い波長；±３ｎｍの長い波長］許容帯域は、波長に依存して幅が変
動する場合がある。例えば、短い波長は、約２ｎｍであり、長い波長は、約３ｎｍである
。
【００２０】
　また、許容帯域は、光２２２が予め決定されたパーセンテージの光２２２を通過させる
通過帯域における最も青いポイントで通過されるように設定される。これは、通過帯域の
青の端で光２２２を配置し、そこで光２２２の大部分が通過帯域により通過される。予め
決定されたパーセンテージは、例えば光２２２の７０，８０又は９０パーセントのうちの
１つである場合がある。１実施の形態では、許容帯域は、通過帯域により通過することが
できる光２２２の最大量を通過させる通過帯域の最も青い部分で光２２２が通過されるよ
うに設定される。
【００２１】
　典型的に、通過帯域フィルタは、垂直方向の壁を有さず、幾分平らにならす傾斜した／
平坦でない壁を有する。図２Ｂは、狭帯域２８２及び２８４に関して構築される実施の形
態におけるフィルタ２８０を例示する。１実施の形態では、通過帯域フィルタは、通過帯
域の青の端で所望の光２８２を通過し、光２８２の光帯域の予め決定された閾値がフィル
タにより通過されるように構築される。例えば、予め決定された閾値は、８０～９０％の
透過の範囲にある場合がある。通過帯域フィルタは、光の最大の透過（例えば９５％）が
透過するのを可能にするフィルタの通過帯域における第一のポイントで通過帯域の青の端
で所望の光２８４を通過するように構築される。別の実施の形態では（図示せず）、通過
帯域フィルタは、所望の光が所望の光の波長の最大の透過を有するフィルタの通過帯域に
おける第一のポイントで通過されるように構築される（第一のポイントは、フィルタの青
の端から始まり、赤に向かって進む）。
【００２２】
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　図２Ａに戻り、本発明の様々な実施の形態に従って構築されるフィルタは、シフト（又
は垂直でない入射角での観察の）通過帯域２２４を含む場合もある。垂直でない入射又は
シフト通過帯域２２４は、レンズを通して垂直でない入射角で所望の光（例えば狭帯域の
光２２２）を観察したときに利用されるフィルタ空間を含む。シフト通過帯域は、シフト
通過帯域は、フィルタ特性が垂直でない入射角での観察のためにシフトするときに対応す
る狭帯域の光を通過する。
【００２３】
　シフト通過帯域２２４のサイズは、例えば観察環境において、又は特定の場或いは場の
タイプで典型的に遭遇される垂直でない入射角での観察の最大の範囲を決定することで計
算される。次いで、最大の視野角で垂直でない入射角で所望の光を観察するときに、「青
のシフト」がフィルタにおいてどのように生じるかを計算するために、最大（又は他の予
め決定された垂直でない）視野角が利用される。シフト通過帯域が計算され、次いで、最
大の視野角で生じるフィルタの青のシフトに対応する量をシフトしたときに、所望の波長
を通過させるために実現される。最大の視野角は、例えば最大の所望の視野角又は平均の
視野角である。最大の所望の視野角は、例えば映画館の最前列の端に座っている映画の観
察者は前方を見ているが、観察者の座っている位置とは反対のスクリーンの端からの光を
受けて見ているときに生じる場合がある。最大の視野角は、選択された位置にある観察者
がレンズ／フィルタのエッジ又はコーナを通して画像を観察するときである場合がある。
選択された位置は、観察している場の中央の位置又は側の位置である場合がある。選択さ
れた位置に加えて、視野角を変える頭の角度の量が考慮される場合がある。
【００２４】
　通過帯域の設計は、最大の視野角及び最も赤いフィルタの壁に適用可能なことを除いて
、図２Ｂに記載された垂直な入射角で観察される光について提供されたのと同様のやり方
で最大の視野角に適合される場合がある。係るケースでは、通過帯域は、最大角で所望の
光の完全な透過が達成される、最大の視野角の光が通過帯域における最後（大部分が赤）
のポイントでフィルタにより通過されるように構成される。１実施の形態では、最大の角
度での所望の光の予め決定された量は、通過帯域の赤の端で透過される（例えば７０，８
０又は９０％の透過）。
【００２５】
　図２Ａで示されるように、フィルタは、ガードバンド２１０及び２３０として例示され
るガードバンドを含む。ガードバンドは、チャネル間のクロストークを低減又は防止する
ため、所望の光の非常に制限された透過を送信しないか又は有さない領域である。１例で
は、クロストークは、垂直でない入射角での観察が極端な角度に到達するときに生じる場
合がある。この極端な角度では、フィルタは、対向するチャネルからの光が通過されるに
十分にシフトされた青である。ガードバンドは、その可能性を制限する。可視光は制限さ
れた帯域幅を有するため、フィルタにおける通過帯域の数は、様々な帯域のサイズを制限
する。５つの通過帯域のフィルタに比較して、十分な許容範囲及びガードバンドをもつ３
つの通過帯域をもつフィルタを構築することができる。様々な実施の形態では、シフト通
過帯域は、指定された又は予め決定された垂直でない角度で光を見ることができる数の通
過帯域（少なくとも幾つかのシフト通過帯域を与える）を収容するための大きさにされる
。垂直でない入射角での観察の性能、通過帯域の数及びシフトエリア／通過帯域のサイズ
は、設計のプロセスにおけるトレードオフとなる場合がある。
【００２６】
　最大の視野角又はシフト通過帯域のサイズは、システムにおいて提供される通過帯域の
数及び通過帯域間の所望のガードバンドの量に基づいて計算される場合がある。例えば、
それぞれが赤、緑及び青を有する２つのチャネルのために６つの通過帯域をもつシステム
において、シフト通過帯域のサイズは、通過帯域に割り当てることができる限られた量の
可視光が存在するために制限される。従って、一般的に言えば、類似のフィルタ構造が与
えられると、システムにおいてより望まれる照明帯域は、より小さい通過帯域を必要とす
る。従って、シフト通過帯域の帯域幅は、所望の許容範囲及びガードバンドにより支配さ
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れる。
【００２７】
　図３は、本発明の実施の形態に係るレーザ／狭帯域の照明及び観察の通過帯域を説明す
る図である。第一のチャネル３１０は、青の通過帯域３２０（及び対応する光３２１）、
緑の通過帯域３３０（及び対応する光３３１）、及び赤の通過帯域３４０（及び対応する
光３４１）を含む複数の通過帯域を含む。第二のチャネル３５０は、第一の青の通過帯域
３６０及び第二の青の通過帯域３６５（及び対応する光３６１及び３６６）、緑の通過帯
域３３０（及び対応する光３３１）、及び赤の通過通過帯域３４０（及び対応する光３４
１）を含む複数の通過帯域を含む。第二のチャネル３５０は、第一の青の通過帯域３６０
及び第二の青の通過帯域３６５（及び対応する光３６１及び３６６）、第一の緑の通過帯
域３７０及び第二の緑の通過帯域３７５（及び対応する光３７１及び３７６）、並びに赤
の通過帯域３８０（及び対応する光３８１）を含む複数の通過帯域を含む。
【００２８】
　第二のチャネルにおける青及び緑の第二の通過帯域は、例えばそれぞれのチャネルによ
り生成される画像における色を補正するために利用される場合がある。補正は、チャネル
２において生成される画像の領域における色をチャネル１において生成される画像におけ
る対応する領域における色と整合させることである。更なる通過帯域は、赤の色空間にお
いて利用される場合もある。更なる第二の色の通過帯域は、第一のチャネルにおいて提供
され、両方のチャネルにより生成される画像は、カラーマッチング又は別の所望の結果を
生じさせるために補正又は修正される場合がある。
【００２９】
　図４Ａは、本発明の実施の形態に係るレーザ／狭帯域の照明及び観察の通過帯域を説明
する図である。第一のチャネル４００は、赤、緑及び青の光を含む。青の光４００－Ｂは
、例えば４４０ｎｍの波長のレーザ光源である。緑の光４００－Ｇは、例えば５２３ｎｍ
のレーザ光源である。赤の光源は、例えば６６０ｎｍのレーザ光源である。
【００３０】
　青の通過帯域４１０は、通過帯域４１０の青の端で青の光４００－Ｂを通過させるため
に構成される。青の通過帯域４１０は、シフト通過帯域４１２及び許容通過帯域４１４を
含むように構成される。シフト通過帯域は、例えば通過帯域４１０を有するフィルタを通
して青の光４００－Ｂの垂直でない入射角での観察を可能にするために構成される。緑の
通過帯域４２０は、緑の波長について同様に構築され、緑の光４００－Ｇの垂直でない入
射角での観察を可能にするフィルタにおいて使用される。赤の「通過帯域」４３０は、長
波長通過フィルタとして構築される。なお、この説明の文脈において、長波長通過フィル
タは、指定された波長又は色よりも長い全ての波長を通過するハイパスフィルタと呼ばれ
、ロウパスフィルタは、指定された波長又は色よりも短い全ての波長を通過させる（短波
長通過フィルタ）。通過フィルタは、フィルタの「クローズドエンド」及び「オープンエ
ンド」で開始ポイント（指定された波長又は色）を有するものとして解釈されるフィルタ
である。「オープンエンド」は、指定された波長／開始ポイントを超える全ての波長が通
過されることを意味する（すなわちハイパスフィルタの長い波長及びロウパスフィルタの
短い波長）。
【００３１】
　通過帯域のそれぞれは、反対のチャネルの光を阻止しつつ、同じチャネルの対応する光
の通過を可能にする。このチャネル４００における赤い光の場合におけるハイパスフィル
タの構築は、受け入れることができる。これは、反対のチャネルにおいて高い波長で光が
存在せず、更なるフィルタの壁を公知する必要なしにクロストークを除くことができる（
また、コストを低減することができる）ためである。ハイパスのコンフィギュレーション
は、シフト通過帯域のサイズを最大にする。この例において赤の「通過帯域」は、例えば
最大のシフト通過帯域、オープンエンドの通過帯域、オープンエンドのシフト通過帯域、
又はハイパスフィルタである。
【００３２】
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　１実施の形態では、青の通過帯域４１４は、オープンエンドの通過帯域、ロウパスフィ
ルタにより構築される場合もある。係る例では、結果として得られるメガネ又はフィルタ
は、緑のバンドパスフィルタを囲んでいるハイパスの赤、ロウパスの青を有するものとし
て説明される。帯域通過フィルタにより通過された赤、緑及び青の光を有する反対のチャ
ネル（又は第二のフィルタ）は、例えば３つの異なる色の光を通過させる２つの通過帯域
である。
【００３３】
　第二のチャネル４４０は、例えば波長４６５の青のレーザ光である青の光４４０－Ｂを
通過させるために構成される通過帯域４５０を含む。通過帯域４５０は、通過帯域４５０
の青の端で青の光４４０－Ｂを通過させるために構成され、許容範囲及びシフト通過帯域
を含む。第二のチャネル４４０は、複数の光（例えば緑及び赤の光）を通過するために特
に構成される通過帯域４６０を含む。通過帯域４６０は、通過帯域４６０を使用して構築
されるフィルタを通して垂直でない入射角で光を見るためのシフト通過帯域を含む。通過
帯域４６０は、反対のチャネルにおけるオープンエンドの通過帯域（例えばハイパスフィ
ルタ）に隣接する場合がある。
【００３４】
　図４Ａの通過帯域を利用するフィルタシステムは、例えば、第一のチャネルがスペクト
ルの反対の端でのオープンエンドの通過帯域及びエンクローズド通過帯域（enclosed　pa
ssband）チャネルを有し、第二のチャネルがエンクローズド通過帯域を有する、２つのチ
ャネルを有するフィルタシステムとして記載される。１実施の形態では、本発明は、別の
チャネルにおいてハイパスフィルタに隣接するあるチャネルにおいてそれぞれの光の垂直
でない入射角での観察のシフト通過帯域を含む２つの異なる色の光の通過帯域を有するフ
ィルタシステムを有する。
【００３５】
　図４Ｂは、図４Ａで提供される照明及び通過帯域に係る色度である。３つの三角形が示
される第一の三角形４８０は、第一のチャネル４００により提供される色空間である。第
二の三角形４８２は、第二のチャネル４４０により提供される色空間である。第三の三角
形４８４は、Ｐ３色空間であり、図４Ａに従うフィルタを使用して３Ｄシステムの両方の
チャネルに共通する再現可能な色空間を表す第一及び第二の三角形の交点に近い。
【００３６】
　第一及び第二の三角形は、図４Ａに示される光源について特定の波長の指定から生成さ
れる。波長は、第一及び第二の三角形の交点がＰ３色空間を厳密に近似するように、意図
された設計によりこの例において提供される。Ｐ３色空間は、三角形４８６として示され
、参照のために提供される。さらに、提供される波長は、ホワイトポイント４９２を生成
し、すなわち、光源の波長及び相対的な振幅は、結果として得られるホワイトポイント４
９２がＰ３ホワイトポイント４９４を厳密に近似するように提供されるか又は選択される
。三角形及びホワイトポイントの色空間は、例えば本明細書で記載されるシフト通過帯域
／領域又は他のメカニズムを通して垂直でない入射角での観察の間に維持される。図５Ａ
は、本発明の実施の形態に係る、レーザ／狭帯域の照明及び観察の通過帯域を例示する図
である。第一のチャネル５００は、青の光５００－Ｂ（例えば４６５ｎｍ）、緑の光（例
えば５２３ｎｍ）、及び赤の光５００－Ｒ（例えば６６０ｎｍ）を通過させるフィルタに
おいて利用される通過領域を含む。第一のチャネルの第一の領域は、同じ通過帯域に含ま
れる個別のシフト通過帯域の領域（例えばシフト帯域５１２及び５１４）をもつ、青の光
５００－Ｂ及び緑の光５００－Ｇの両者を通過させるために特に構成される通過帯域５１
０を有する。両方のシフト帯域の領域は、それらの光を使用して形成される画像が生成さ
れる場で通常遭遇される角度で青及び緑の光を垂直でない入射角で観察するために十分で
ある。通過帯域５１０は、第二のチャネル５３０からの光の同じ垂直でない入射／観察が
阻止されるように、十分に小さいか及び／又はガードされる。第一のチャネルの第二のパ
ス５２０の領域は、赤の光５００－Ｒを通過させ、赤の光５００－Ｒを垂直でない入射角
で観察するために十分なシフト通過領域を有するように特に構成される。例示される実施
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の形態では、第二の通過領域５２０は、ハイパスのバラエティからなるオープンエンドフ
ィルタである。シフト通過帯域自身は、フィルタにより通過させることが意図される赤の
光の波長の近傍で開始し、フィルタのオープンエンドに向かって係属するオープンエンド
メカニズムである。許容通過帯域は、フィルタにより通過されることが意図される赤の光
の波長とハイパスフィルタのクローズドエンドとの間である。
【００３７】
　第二のチャネル５３０は、青の光５３０－Ｂ（例えば４４０ｎｍ）、緑の光５３０－Ｇ
（例えば５４５ｎｍ）及び赤の光５３０－Ｒ（例えば６３９ｎｍ）を通過させるフィルタ
で利用される通過領域を含む。第二のチャネルの第一の通過領域５４０は、青の光５３０
－Ｂを通過させ、垂直でない入射角で光５３０－Ｂを見るために十分なシフト通過領域（
シフト通過帯域）を有するように特に構成される。例示される実施の形態では、第一の通
過領域５４０は、ロウパスのバラエティからなるオープンエンドフィルタである。シフト
帯域は、青の光の波長とロウパスフィルタのクローズドエンドとの間に位置される。この
実施の形態における許容通過帯域は、通過されることが意図される青の光の波長の近傍で
開始し、ロウパスフィルタのオープンエンドに向かって係属するオープンエンドメカニズ
ムを提供する。
【００３８】
　第二のチャネルの第二の領域は、同じ通過帯域に含まれる個別のシフト通過帯域の領域
により、緑の光５３０－Ｇ及び赤の光５３０－Ｒの両者を通過させるために特に構成され
る通過帯域５５０を含む。両方のシフト通過帯域は、それらの光を使用して形成された画
像が生成される場で通常遭遇される角度で、青及び緑の光を垂直でない入射角で観察する
ために十分である。通過帯域５５０は、第一のチャネル５００からの光の同じ垂直でない
入射角での観察が阻止されるように十分に小さいか及び／又はガードされる。
【００３９】
　光源の可用性のため、幾つかの妥協が行われる。図５Ａの例では、６３９ｎｍの光源を
置き換える６２５ｎｍの光源は、利用可能なシフト帯域を良好に最適化する。
【００４０】
　図５Ａの実施の形態は、例えば３Ｄシステムにおいて利用され、この場合、右目（又は
右チャネル）画像は、青の光５００－Ｂ、緑の光５００－Ｇ及び赤の光５００－Ｒを使用
して生成され、左目（又は左チャネル）画像は、青の光５３０－Ｂ、緑の光５３０－Ｇ及
び赤の光５３０－Ｒを使用して生成される。例えばメガネフレーム上の対応するレンズ一
で、左目（又はチャネル）及び右目（又はチャネル）のビューイングフィルタが配置され
る。
【００４１】
　この実施の形態では、それぞれの目のフィルタは、図５Ａで示される対応するチャネル
の通過領域を近似するか又は通過領域に対応する通過帯域を有する（例えば右目フィルタ
は、５００に通過帯域又は５００に類似する通過帯域を含み、及び左目フィルタは、５３
０の通過帯域又は５３０に類似する通過帯域を含む）。結果は、（例えば第一のアイフィ
ルタといった）第一のチャネルにおける可視スペクトルの一方の端にあるオープンエンド
フィルタ及び（例えば第二のアイフィルタといった）第二のチャネルにおける可視スペク
トルの反対の端にあるオープンエンドオープンエンドフィルタを有するフィルタセットで
ある。両方のオープンエンドフィルタは、単一であるが異なる色の光を通過させる。両方
のチャネルは、２つの異なる色の光を通過させる単一の通過帯域の領域を含む。両方の二
つの通過帯域は、同じ色の光を通過させる。この例では、両方の単一の通過帯域は、緑の
光を通過させる。図５Ａのような例示的な実施の形態は右及び左チャネルについて特定の
帯域を示しているが、それらのチャネルは、逆転される場合がある（帯域５１０及び５２
０は、左のチャネルの帯域として利用され、帯域５４０及び５５０は、右のチャネルの帯
域として利用される）。
【００４２】
　例示される実施の形態は、両方のチャネルが可視スペクトルの反対の端でオープンエン
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ドの通過領域を有し、両方のチャネルが緑の光を通過させる通過帯域を有する、３Ｄシス
テムとして更に記載される。通過帯域のうちの１つは、緑の光及び青の光を通過し、他の
通過帯域は、緑の光及び赤の光を通過させる。
【００４３】
　図５Ｂは、図５Ａで提供される照明及び通過帯域に従う色度図である。第一の三角形５
８０は、第一のチャネル５００により提供される色空間である。第二の三角形５８２は、
第二のチャンネル５３０により提供される色空間である。第三の三角形５８４は、Ｐ３の
色空間を表し、図５Ａに従うフィルタを使用して３Ｄシステムの両方のチャネルに共通す
る再現可能な色空間を説明する第一及び第二の三角形の交点に近い。
【００４４】
　第一及び第二の三角形は、図５Ａで例示される光源について特定の波長の指定から再生
される。三角形は、フィルタのシフト帯域を通して垂直でない入射角でのビューでそれら
の色空間を維持する。波長は、第一及び第二の三角形の交点がＰ３の色空間を厳密に近似
するように意図された設計によりこの例において提供される。Ｐ３色空間は、三角形５８
６として示され、参照のために提供される。さらに、提供された波長は、ホワイトポイン
ト５９２を生成し、すなわち光源の波長及び相対的な振幅は、結果として得られるホワイ
トポイント５９２がＰ３ホワイトポイント５９４を厳密に近似するように特に提供される
か又は選択される。
【００４５】
　図６は、本発明の実施の形態によれば、投影システム６００のプロジェクタ、コネクテ
ィビティ、シネマシアター及びビューイングアレンジメントを説明する図である。投影シ
ステム６００は、変調器６３０により変調され、メガネ６１５により見るためにスクリー
ン６１０に投影レンズ６２０により投影されるスペクトル的に分離された３Ｄ画像（左チ
ャネル画像及び右チャネル画像）を投影するデジタルシネマレーザプロジェクタ６０５を
含む。メガネ６１５は、右のレンズが右チャネルフィルタの通過帯域に整合するか又は通
過帯域を包含するフィルタを含み、左レンズがレーザ光を通過させるために構成される左
チャネルフィルタ（左及び右チャネル画像のそれぞれがメガネの対応する左又は右目のレ
ンズ／フィルタを通して観察者の対応する左目又は右目により見られることが意図される
）の通過帯域に整合するか又は通過帯域を包含するフィルタを含むように、例えばメガネ
のそれぞれのレンズ上のコーティングとして堆積されるスペクトル的に分離されたフィル
タを含む。様々な実施の形態では、レーザ光は、それぞれの光の通過帯域の青の端で通過
され、通過帯域は、垂直でない入射角で光を観察するためのシフト通過帯域を含む。
【００４６】
　フィルタは、例えば層状の材料、膜、及び／又は堆積物を介して構成され、基板に堆積
される場合がある。層状の材料は、比較的高い屈折率からなる層と比較的低い屈折率から
なる層との間で交互に起こる層を有する。層の厚さは、変動する場合もある。基板は、適
用可能な場合、ガラス、プラスティック、ポリカーボネート、又は別の材料である場合が
ある。基板は、層のうちの１つである場合がある。１実施の形態では、フィルタは、層状
のポリカーボネート、プラスティック、又は下層の基板材料をもたないプラスティックの
ような材料である。１実施の形態では、フィルタは、プラスティック又はプラスティック
のような材料を製造し、材料の一部上の通過帯域の特性を変更するために材料を伸張する
プロセスを使用して製造される。
【００４７】
　青のシフトの補償は、フィルタ設計を介して更に達成される。１実施の形態では、フィ
ルタの特性は、メガネの位置に従って変化する。例えばメガネに取り付けられるフィルタ
は、通過帯域がフィルタのエッジに向かって赤にシフトされる（例えば「レンズ」のエッ
ジに向かって赤にシフトされる）ように特に設計される。従って、レンズのエッジで更に
生じる垂直でない入射角での観察は、軸上で観察したときのレンズの中心に類似したスペ
クトル特性を垂直でない入射角で観察したときに有するように、レンズの中央領域に比較
して赤にシフトされるフィルタ特性を有するレンズ／フィルタの一部を通して観察される
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。係るケースでは、１実施の形態では、フィルタの通過帯域の許容通過帯域は、エッジで
観察された垂直でない入射角の光が意図された通過帯域／領域を通して通過するように増
加される。他の実施の形態では、許容帯域は、レンズ／フィルタの中心部分から離れて赤
にシフトされたフィルタ特性を補償するために十分な帯域幅を含む。更に他の実施の形態
では、大部分、全部ではないがフィルタのエッジから見た光は、垂直でない入射角で観察
されるので、赤にシフトされたフィルタの更なる補償は必要ではない。
【００４８】
　更に他の実施の形態は、例えば球及び／又は円筒の形状を有する成形されたフィルタを
もつメガネを含む。フィルタ（又はレンズ）は、例えばメガネフレームによる形状で予め
成形されるか又は保持される場合がある。成形されたメガネにより、垂直でない入射の帯
域幅の必要が低減され、ガードバンドのサイズが増加される。
【００４９】
　従って、１実施の形態では、本発明は、レンズのうちの第一のレンズを通した第一のチ
ャネル投影とレンズのうちの第二のレンズを通して第二のチャネル投影を通過させるフィ
ルタとして構成されるレンズを含む３Ｄ観察メガネを備える。フィルタは、例えばフィル
タ／レンズの個々の通過帯域又はグループ化された通過帯域を通して投影の個々の光を通
過させるために特に構成される通過帯域を有する。フィルタは、例えばその対応する通過
帯域の青の端で個々の光を通過させるために更に構成される。フィルタは、例えばフィル
タ／レンズのエッジで赤にシフトされた通過帯域の特性を含む。フィルタは、例えばフィ
ルタのエッジで赤のシフトされた通過帯域の補償を含む。上記の任意の組み合わせにおけ
る１以上が利用される場合がある。
【００５０】
　レンズフィルタは、プラスティックから構成され、そのエッジに比較してその中心での
フィルタの変化する特性は、プラスティック材料を伸張することで部分的に生成される。
伸張は、フィルタ特性に伸張された領域においてシフトさせる。また、フィルタ特性は、
レンズの位置に従って変更される場合がある。プロジェクタ６０５は、例えばサーバ６０
８からの投影のために画像データを受信する場合がある。３Ｄコンテンツは、例えばディ
スクドライブ６４０からサーバ６８０に供給される。代替的に、３Ｄコンテンツは、例え
ばイメージウェアハウス又はスタジオ６５０からネットワーク６５５のセキュアリンクを
通してプロジェクタ６０５に送信される。（例えばグローブ６６０1．．．６６０nの周り
の映画館にある）複数の他のプロジェクタは、ワイヤレスネットワーク、サテライト伝送
、又はクオリティエアウェーブブロードキャスト（例えば高精細、ワイドカラーギャマッ
ト、ハイダイナミックレンジ、又は良好なブロードキャスト）を含む類似のネットワーク
又は他の電子的又は無線接続から送り込まれる。
【００５１】
　サーバ６８０は、画像投影の前にプロジェクタにより再現される色の数学的変換を行う
色補正モジュール６７５を含む色補正モジュール６７５を含む。数学的変換は、左及び右
チャネルのそれぞれについて画像データを利用し、それらを対応する左又は右チャネルフ
ィルタの原色又は通過帯域に一致するパラメータに変換する。数学的変換又は色補正は、
それぞれの画像の色相を調節し、利用可能な色空間を最大化し、色空間とプロジェクタ７
０５のホワイトポイントをできるだけ厳密に整合させる。色補正された３Ｄコンテンツは
、プロジェクタ６０５に送信される。３Ｄコンテンツは、メガネ６１５を通して観察者に
より見られたときに、単一の３Ｄ画像に融合されるために十分に速い速度で切り替わる左
及び右チャネル画像を含む。
【００５２】
　図７は、本発明の実施の形態に係るデュアルプロジェクタアレンジメント７００を例示
する図である。左及び右チャネル画像は、サーバ７８０によりディスクドライブ７４０に
記憶された（又は適切なネットワーク又は送受信から受信された）データから導出され、
デコードされ、回復される。上述された色補正が適用される場合もある（図示せず）。
【００５３】
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　次いで、デコードされ、（妥当な場合）色補正された左及び右チャネル画像は、メガネ
７１５を通して見るために、左及び右チャネルプロジェクタ７０５Ａ及び７０５Ｂからス
クリーン７１０に同時に投影される。プロジェクタ７０５Ａは、図５Ａ又は図４Ａに例示
される第一又は第二のチャネルといった、前に記載された実施の形態のうちの１つにより
記載された光源に整合する波長を有する光源（例えばレーザ）を利用する。プロジェクタ
７０５Ｂは、（例えば図５Ａ又は図４Ａの対応するチャネルの光といった）プロジェクタ
７０５Ｂにおける波長に相補的な波長を有する光源を利用する。
【００５４】
　また、図７は、ビューイングスクリーン７１０よりある場所に位置されるメガネ７１６
を有する観察者を例示する。観察者は、例えば前記場所における先頭行の端に位置される
。観察者が前を向いているとき、スクリーン７１０に投影された画像は、垂直でない入射
の角度φでメガネ及びメガネにおける対応するフィルタ／メガネ上の対応するフィルタを
通して観察される。メガネにおけるフィルタの青のシフトの量が計算され、許容可能な観
察のために必要なシフト通過帯域（又は通過領域）の量を決定するために使用される。本
明細書で記載される実施の形態は、約２０°の最小の観察φのために特に設計される。
【００５５】
　図８は、本発明の実施の形態に係る、３Ｄ投影の光源及び変調又は２Ｄ投影におけるワ
イドカラーギャマットを説明する図である。変調器８００は、変調のために適切な変調器
（この例ではＤＭＤ変調器）に到来する光を向ける一連のプリズムを含む。この例では、
変調器８００は、プリズム８０５のシステムを利用して、緑の光を「緑」のＤＭＤ変調器
にダイレクトに向け、青の光を「青」のＤＭＤ変調器にダイレクトに向け、及び赤の光を
「赤」のＤＭＤ変調器にダイレクトに向ける。また、プリズムは、今変調された光を再結
合するために機能し、投影レンズ８４０は、表示のために変調された光を投影する。それ
ぞれの変調器は、例えばＤＭＤ変調器のそれぞれに電圧を印加するため、（左及び右チャ
ネル３Ｄ画像の色の整合から色補正を含む）適切な画像データを提供するプログラミング
を含むプロセッサ８５０により制御される。
【００５６】
　光源８５５は、狭帯域の光源を含む。例示される実施の形態では、光源は、（２つの赤
、２つの緑、及び２つの青といった）６つのレーザ光源を含む。３Ｄシステムについて、
光源は、第一のスペクトル特性を有する第一のチャネル画像と、（第一のチャネルの赤、
緑及び青の波長が例えば第二のチャネルの赤、緑及び青の波長とは異なる／別個であると
いう意味で相補的である）第一のスペクトル特性に相補的な第二のスペクトル特性を有す
る第二のチャネル画像とを生成する能力を提供する。
【００５７】
　例えば、光源は、第一のチャネルからのＲＧＢ光で変調器８００を照明することと、次
いで第二のチャネルからのＲＧＢ光で変調器８００を照明することとの間で交互する場合
がある。プロセッサ８５０は、第一のチャネルについてＲＧＢ光で照明されている期間に
第一のチャネルに対応する画像データでＤＭＤ変調器（例示的な変調器８００における個
別の「赤」、「緑」及び「青」のＤＭＤ）に電圧を印加し、第二のチャネルについてＲＧ
Ｂ光で照明されている期間に第二のチャネルに対応する画像データでＤＭＤ変調器に電圧
を印加する。
【００５８】
　照明の期間は、フレームレベルであるかサブフレームレベルである場合がある（例えば
あるフレームの間にフラッシュ期間に対応するサブフレーム）。フリッカの知覚を低減す
るため、ダブル又はトリプルフラッシュ技術が使用されることがある。ダブルフラッシュ
の場合、それぞれの目からの画像は、フレームの間に２度投影される。例えば左目の画像
は、フレームの第一の４分の１について投影され、右目の画像は、フレームの第二の４分
の１について投影され、次いで左目の画像は、フレームの第三の４分の１について投影さ
れ、最終的に右目の画像は、フレームの最後の４分の１について再び投影される。この例
では、変調器は、フレームの第一の４分の１について左目のチャネルに対応する光で照明
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され、次いでフレームの第二の４分の１の間に右目のチャネルに対応する光で照明され、
フレームの第三の４分の１について左目のチャネルに対応する光で照明され、最終的にフ
レームの最後の４分の１について右目のチャネルに対応する光で照明される。
【００５９】
　トリプルフラッシュは、同様に動作するが、フレーム当たり２度の代わりに、それぞれ
の目の画像は、フレーム当たり３度投影される。高次のフラッシュが可能である間、トリ
プルフラッシュは、典型的に、大部分のケースにおいてフリッカを知覚不可能にするため
に十分である。本発明は、対応する画像データにより変調器の電圧印加と同期される、画
像（左チャネル、右チャネル又は２Ｄ画像）について光の印加を含む。
【００６０】
　２Ｄシステムの場合、プロセッサ８５０は、ＤＭＤ変調器を２Ｄ画像データで電圧を印
加するために再構成される。この電圧の印加は、全体のフレームにわたり生じるか又はそ
れぞれのフレームのフラッシュ期間の間に生じる場合がある。変調器は、同時に全ての６
つの光源から照明される。これは、明るさを増加させ、更なる赤、緑及び青のカラーポイ
ントは、（この例では３つのカラーポイントのみを利用する）３Ｄ画像のフレームに比較
して２Ｄ画像のカラーギャマットを拡大する。更なる光源は、同様に、３Ｄ応用における
明るさ及びカラーギャマットを増加するために提供される。広いカラーギャマットの更な
る光源を利用する例は、Martin　RichardsによるＰＣＴ特許出願PCT/US2010/043277（代
理人ドケット番号D09011WO01）により提供され、このＰＣＴ特許出願は、その完全な形で
引用により本明細書に盛り込まれる。本発明は、２Ｄ，３Ｄ又は何れのディスプレイタイ
プであるかに係わらず、本明細書で説明されるアーキテクチャ、構造及び／又は処理の何
れかにD09011における教示の適用を含む。
【００６１】
　図９は、本発明の実施の形態に係る様々なデュアルプロジェクションシステムにおける
光源及び変調を説明する図である。プロジェクタ９２０及び９２５は、２Ｄ画像又は異な
るチャネルの３Ｄ画像を同時に投影するために構成される。プロジェクタ９２０は、ＲＧ
Ｂレーザ光源９３０を含み、プロジェクタ９２５は、ＲＧＢレーザ光源９３５を含む。３
Ｄ動作について、光源９３０及び９３５の個々の光は、相補的である。それぞれは、３つ
の光源（例えばＲ，Ｇ及びＢ）により示されるが、それぞれのプロジェクタは、増加され
た明るさ、カラーギャマット又は両者について更なる光源を含む。メガネ９１５は、プロ
ジェクタ９２０及び９２５により投影される波長を通過させるために特に適合されるフィ
ルタを含み、フィルタの通過帯域は、それぞれの通過帯域の青の端で投影された画像にお
ける個々の光を通過する波長で特に形成され、垂直でない入射角での観察を可能にするシ
フト通過帯域を含む。
【００６２】
　２Ｄ動作について、個々の光は、増加された明るさについて同じ波長からなるか、又は
２つのプロジェクタにわたり変化する場合がある。変化された波長の場合において、それ
ぞれの変調器を照明する異なる波長に適合されるそれぞれのＤＭＤ変調器に電圧を印加す
るための画像データの処理が行われる。再び、本発明は、適用される場合がある例を与え
るD09011における教示の適用を含む。
【００６３】
　本発明はＤＭＤ変調器及びレーザ光源を参照して本明細書で記載されたが、本発明の装
置及び処理は、他のタイプのプロジェクタＬＣｏＳ，ＤＬＰ等及び光源（例えばフィルタ
をもつワイドバンド光源、ＬＥＤ光源、ナノチューブに基づく光源等）に適用される。
【００６４】
　図面に例示される本発明の好適な実施の形態の説明において、特定の用語は、明確さの
ために採用される。しかし、本発明はそのように選択された特定の用語に限定されること
が意図されず、同様のやり方で動作する全ての技術的に等価な概念をそれぞれの特定のエ
レメントが含むことを理解されたい。例えばレーザを説明するとき、何れかの他の等価な
装置、或いは等価な機能又は機能を有する他の装置は、本明細書で列挙されるか否かに係
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わらず、これと置き換えられる場合がある。別の例として、用語「プロジェクタ」又は「
投影」の使用は、広義に解釈されるべきであり、（映画プロジェクタにおけるように）古
典的な意味における投影及びこれに対する改善を含み、プロジェクタは、ＬＣＤパネル又
は他の変調器、ディスプレイスクリーン等の照明のような投影を含む場合がある。さらに
、本発明者は、現在知られていない新たに開発された技術は説明された部材について置き
換えられ、本発明の範囲から逸脱しないことを認識している。限定されるものではないが
、光源、レーザ、変調器、プロセッサ、層状の体積、化学処理、プラスティック製造等を
含むフィルタ技術を含む全ての他の記載されたアイテムは、何れか及び全ての利用可能な
等価な概念に照らして考慮されるべきである。
【００６５】
　本発明の部分は、コンピュータ技術における当業者にとって明らかであるように、本明
細書の開示の教示に従ってプログラムされる従来の汎用又は特定用途のデジタルコンピュ
ータ或いはマイクロプロセッサを使用して慣習的に実現される。
【００６６】
　適切なソフトウェア符号化は、ソフトウェア技術における当業者にとって明らかである
ように、本明細書の開示の教示に基づいて熟練されたプログラマにより用意することがで
きる。また、本発明は、本明細書の開示に基づいて当該技術分野の当業者にとって容易に
明らかであるように、特定用途向け集積回路の準備により、従来のコンポーネント回路の
適切なネットワークを組み込むことで実現される場合もある。
【００６７】
　本発明は、本発明の処理の何れかを実行するようにコンピュータに制御するか、又は本
発明の処理の何れかをコンピュータに実行させるために使用される命令を記憶した記憶媒
体（メディア）であるコンピュータプログラムを含む。記憶媒体は、限定されるものでは
ないが、フロプティカルディスク、ミニディスク（ＭＤ）、光ディスク、ＤＶＤ、ＨＤ－
ＤＶＤ、Ｂｌｕｅ－ｒａｙ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ又はＤＶＤ　ＲＷ±、マイクロドライブ
、及び光磁気ディスクを含む何れかのタイプのディスク、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＰＲＯＭ、
ＥＥＰＲＯＭ、ＤＲＡＭ、ＶＲＡＭ、（フラッシュカード、メモリスティックを含む）フ
ラッシュメモリデバイス、磁気又は光カード、ＳＩＭカード、ＭＥＭＳ、（分子メモリＩ
Ｃを含む）ナノシステム、ＲＡＩＤデバイス、リモートデータストレージ／アーカイブ／
ウェアハウジング、命令及び／又はデータを記憶するために適した何れかのタイプのメデ
ィア又はデバイスを含む。
【００６８】
　コンピュータ読み取り可能な媒体（メディア）の何れかに記憶されて、本発明は、汎用
／特定用途向けコンピュータ又はマイクロプロセッサの両方のハードウェアを制御し、コ
ンピュータ又はマイクロプロセッサが本発明の結果を利用する人間のユーザ又は他のメカ
ニズムと対話するのを可能にするソフトウェアを含む。係るソフトウェアは、限定される
ものではないが、デバイスドライバ、オペレーティングシステム、及びユーザアプリケー
ションを含む。最終的に、係るコンピュータ読み取り可能な媒体は、上述されたように、
本発明を実行するソフトウェアを更に含む。
【００６９】
　汎用／特定用途コンピュータ又はマイクロプロセッサのプログラミング（ソフトウェア
）に含まれるのは、限定されるものではないが、画像データの処理、画像データの色補正
、様々な色の照明レベルの制御、（例えばデュアルプロジェクタ、トリプル又はクアッド
といった）複数のプロジェクタシステムにおけるプロジェクタの同期又は切り替え、及び
表示、記憶、或いは本発明の処理に従う結果の伝達を含む、本発明の教示の実現のための
ソフトウェアモジュールである。
【００７０】
　本発明の様々な実施の形態は、以下の列挙された例示的な実施の形態（EEE：Enumerate
d　Example　Embodiment）のうちの１以上に関する。EEEのそれぞれは例であって、先に
提供された他の関連する説明と同様に、現在のところ又は後に補正、置換え又は追加され
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たとき、以下に更に提供された特許請求の範囲を限定するものとして解釈されるべきでは
ない。同様に、これらの例は、（外国又は国際対応出願及び／又は特許、分割、継続、再
発行を含む）何れか関連する特許及び／又は特許出願の何れかの請求項に関して限定する
ものとして考慮されるべきではない。
【００７１】
　列挙される例示的な実施の形態（EEE1）
　第一のセットの狭帯域の光源と、
　第二のセットの狭帯域の光源と、
　前記第一のセットの狭帯域の光源からの光を変調して３Ｄ画像の第一のアイチャネルの
画像を生成し、前記第二のセットの狭帯域の光源からの光を変調して３Ｄ画像の第二のア
イチャネルの画像を生成し、観察者に対して表示するために前記第一のアイチャネルの画
像と前記第二のアイチャネルの画像とを投影するプロジェクタと、
　を備える３Ｄ投影システム。
（EEE2．）
　通過帯域を有する観察メガネを更に備え、
　少なくとも１つの狭帯域の光源からの光はそれぞれの通過帯域により通過され、前記狭
帯域の光源の少なくとも１つの中心の波長は、観察メガネの対応する通過帯域の中心の波
長と比較して青にシフトされる、
　EEE1記載の３Ｄ投影システム。
（EEE3.）
　通過帯域を有する観察メガネを更に備え、
　少なくとも１つの狭帯域の光源からの光は、それぞれの通過帯域により通過され、それ
ぞれの通過帯域により通過される前記狭帯域の光源の少なくとも１つの中心の波長は、通
過帯域の中心の波長と比較して青にシフトされる、
　EEE1記載の３Ｄ投影システム。
（EEE4.）
　前記第一の狭帯域の光源のそれぞれは、前記第二の狭帯域の光源の波長とちりばめられ
る波長であって、観察フィルタの対応する通過帯域の青の端で通過される波長を含む、
　EEE1記載の３Ｄ投影システム。
（EEE5.）
　前記狭帯域の光源のそれぞれに対応する通過帯域を有する観察メガネを更に備え、
　それぞれの通過帯域の中心の波長は、対応する光源の波長と比較して赤のシフトされる
、
　EEE1記載の３Ｄ投影システム。
（EEE6.）
　前記狭帯域の光源は、前記観察者による観察のために前記第一及び第二のアイチャネル
を分離するために構成される観察フィルタの通過帯域と比較して予め青にシフトされるレ
ーザ光源である、
　EEE1記載の３Ｄ投影システム。
（EEE7.）
　垂直な入射角で観察したとき、及び垂直でない入射角で観察したとき、投影される狭帯
域の波長の対応するセットを通過するためにそれぞれ構成される通過帯域を備える、
　３Ｄ観察メガネ。
（EEE8.）
　前記通過帯域は、映画館における観察の斜角を近似する量だけ垂直でない入射角で観察
される波長を通過するために構成される、
　EEE7記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE9.）
　前記通過帯域は、垂直でない入射角で多くとも予め決定された角度で観察される波長を
通過するために構成される、
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　EEE7記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE10.）
　前記予め決定された角度は約２５°である、
　EEE9記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE11.）
　投影された狭帯域の波長のそれぞれのセットの中心の波長は、対応する通過帯域により
通過される中心の波長と比較して青にシフトされる、
　EEE7記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE12.）
　それぞれの通過帯域の中心の波長は、投影される狭帯域の波長の対応するセットの中心
の波長と比較して赤にシフトされる、
　EEE7記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE13.）
　通過帯域における前記投影された狭帯域の波長の青の中心と前記通過帯域の青の端との
間に許容通過帯域が提供される、
　EEE11記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE14.）
　青のシフトの量は、前記許容通過帯域の約２倍の帯域幅である、
　EEE13記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE15.）
　前記許容通過帯域は、投影システムの波長の許容範囲における最大の偏差を含む帯域幅
を有する、
　EEE14記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE16.）
　通過帯域における前記投影された狭帯域の波長の青の中心と前記通過帯域の青の端との
間に許容通過帯域が設けられる、
　EEE7記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE17.）
　前記許容通過帯域は、フィルタの通過帯域とレーザ生成の精度の最大精度に近似的に等
しい、
　EEE16記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE18.）
　複数の通過帯域を含む３Ｄ観察メガネであって、
　それぞれの通過帯域は、所望の光帯域に整合する波長を通過させる狭帯域の通過帯域と
、垂直でない入射角での観察の通過帯域とを含み、
　垂直でない入射角での観察の通過帯域は、垂直でない入射角での観察のために前記通過
帯域の特性をシフトさせる条件下で観察したときに、前記所望の光帯域を通過させる通過
帯域の領域を含む、
　３Ｄ観察メガネ。
（EEE19.）
　それぞれの通過帯域は、前記所望の光帯域よりも青い波長を通過させる許容帯域幅を更
に含む、
　EEE18記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE20.）
　前記許容通過帯域は、実質的に前記垂直でない入射角での観察の通過帯域未満である、
　EEE19記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE21.）
　前記許容通過帯域は、前記通過帯域／レーザ光生成の許容範囲により、光が前記通過帯
域から失われないように計算される、
　EEE19記載の３Ｄ観察メガネ。
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（EEE22.）
　前記許容通過帯域は、前記垂直でない入射角での観察の通過帯域の約５分の１の帯域幅
を有する、
　EEE19記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE23.）
　前記許容通過帯域は、精度の変動性と、通過帯域及び／又は光帯域の品質との関数であ
る、
　EEE19記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE24.）
　前記許容通過帯域は、前記垂直でない入射角での観察の帯域幅と比較して帯域幅の一部
の量を含む、
　EEE19記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE25.）
　前記通過帯域は、少なくとも６セットの狭帯域の光をそれぞれ通過させる４つの通過帯
域からなる第一のセットを含む、
　EEE18記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE26.）
　前記通過帯域は、メガネに堆積された複数の層をもつメガネから構成され、
　波長の特性は、レンズの位置に従って変化する、
　EEE18記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE27.）
　垂直でない入射角での観察の帯域幅は、約２５°で垂直でない入射角で観察したとき、
前記所望の光帯域を通過させる、
　EEE18記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE28.）
　前記垂直でない入射の通過帯域は、前記フィルタの湾曲の量により低減される、
　EEE27記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE29.）
　前記メガネのレンズは、プラスティック材料又はプラスティックのような材料であり、
前記エッジと比較して、中央の領域における前記メガネの前記通過帯域の特性が変化する
、
　EEE18記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE30.）
　前記メガネのレンズはプラスティック材料又はプラスティックのような材料であり、
　前記プラスティック材料は、前記材料のエッジに比較して中央の領域における前記メガ
ネの前記通過帯域の特性を変えるために伸張される、
　EEE18記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE31.）
　前記フィルタは、前記メガネの弧状のレンズ上に堆積される、
　EEE18記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE32.）
　前記フィルタは、前記メガネのフレームにより弧状である、
　EEE18記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE33.）
　前記フィルタは、前記メガネにより円筒状の曲面で保持される、
　EEE18記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE34.）
　前記フィルタは、前記メガネの円筒状に湾曲されたレンズ上に堆積される、
　EEE18記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE35.）
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　少なくとも１つの通過帯域は、複数の所望の光帯域の波長を通過させる、
　EEE18記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE36.）
　少なくとも１つの通過帯域は、所望の光帯域及び第二の所望の光帯域、並びに２つの垂
直でない入射角での観察の通過帯域を含み、
　第一の前記垂直でない入射角での観察の通過帯域は、前記第一の所望の光帯域よりも赤
く、前記第二の所望の光帯域よりも青い通過帯域を含み、第二の前記垂直でない入射角で
の観察の通過帯域は、前記第一及び第二の所望の光帯域の両者よりも赤い、
　EEE16記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE37.）
　前記第一の垂直でない入射角での観察の通過帯域は、前記第二の垂直でない入射角での
観察の通過帯域よりも多くの波長を通過させる、
　EEE36記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE38.）
　前記所望の光帯域及び第二の所望の光帯域を含む前記通過帯域は、前記メガネにおける
第一のフィルタの一部であり、前記メガネの第二のフィルタにおける赤の高域通過の通過
帯域と緑の通過帯域により囲まれる、
　EEE37記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE39.）
　前記所望の光帯域は、図４Ｂ及び図５Ｂに示される色空間に近似的に等価な色空間を提
供する、
　EEE36記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE40.）
　少なくとも３つの所望の光帯域は、２つの通過帯域のみを使用してそれぞれのフィルタ
により通過される、
　EEE18記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE41.）
　所望の光帯域が通過帯域の中心の近くで通過されるため、垂直でない入射角での観察が
フィルタをはじめに移動するように、垂直な入射角で観察したときに通過帯域における中
心を外れて少なくとも１つの所望の光帯域を通過するようにそれぞれ構成される複数の通
過帯域を有するレンズを備えるメガネ。
（EEE41B.）
　垂直でない入射角での観察は、前方に移動し、次いで垂直でない入射角での観察の増加
される角度で前記通過帯域の中心を過ぎる、
　EEE41記載のメガネ。
（EEE41C.）
　通過帯域の中心から離れて前記所望の光帯域を通過させるように、垂直でない入射角で
の観察がフィルタをはじめに移動するように、垂直な入射角で観察したときに前記通過帯
域における中心を外れて少なくとも１つの所望の光帯域を通過するためにそれぞれ構成さ
れる通過帯域を有するレンズを備えるメガネ。
（EEE41D.）
　通過帯域の中心の近くで第一の所望の光帯域を通過するように、垂直でない入射角での
観察がフィルタをはじめに移動するように、垂直な入射角で観察したときに前記通過帯域
における中心を外れて第一の所望の光帯域を通過させ、前記通過帯域における中心を更に
外れて第二の所望の光帯域を通過するように、垂直でない入射角での観察がフィルタをは
じめに移動するように、垂直な入射角で観察したときに前記通過帯域における中心を外れ
て第二の所望の光帯域を通過させる、少なくとも１つの通過帯域を有するレンズを備える
メガネ。
（EEE41E.）
　前記第一の所望の光帯域は、垂直でない入射角での観察の増加された角度で、はじめに
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前記通過帯域の中心に向かい、次いで前記通過帯域の中心を過ぎ、
　前記第二の所望の通過帯域は、垂直でない入射角での観察の角度における増加により中
心から更に離れて通過する、
　EEE41D記載のメガネ。
（EEE41F.）
　前記所望の光帯域は、青である中心の光帯域と赤である中心の光帯域とを含む、
　EEE41記載のメガネ。
（EEE42.）
　それぞれのレンズは、少なくとも３つの狭帯域の光を通過する２つの通過帯域を有する
、
　EEE41記載のメガネ。
（EEE43.）
　前記狭帯域の光は、変調されたレーザ光である、
　EEE42記載のメガネ。
（EEE44.）
　前記狭帯域の光は、３Ｄ画像の一部を含む、
　EEE42記載のメガネ。
（EEE45.）
　第一の前記レンズは、青の通過帯域及び緑－赤の通過帯域を有し、
　第二の前記レンズは、青－緑の通過帯域及び赤の通過帯域を有する、
　EEE42記載のメガネ。
（EEE46.）
　赤の通過帯域は、ハイパスフィルタを含む、
　EEE45記載のメガネ。
（EEE47.）
　それぞれが１つの対応する所望の光帯域を通過する複数の通過帯域のセットを含む３Ｄ
メガネであって、
　複数の通過帯域は、それらの対応する所望の光帯域に比較して赤にシフトされる（すな
わち複数の通過帯域の中心の波長は、それぞれ対応する所望の光帯域よりも赤い）、
　３Ｄメガネ。
（EEE48.）
　垂直な入射角で観察したときに、複数の通過帯域の「青い」波長の領域における所望の
狭帯域の光帯域を通過する複数の通過帯域を有するフィルタであって、
　垂直でない入射角での観察は、前記所望の光帯域が前記複数の通過帯域の「赤い」領域
において観察されるように前記複数の通過帯域をシフトする、
　フィルタ。
（EEE49.）
　前記フィルタは、３Ｄ画像の左画像又は右画像の観察において使用される、
　EEE48記載のフィルタ。
（EEE50.）
　前記フィルタは、観察メガネのレンズ位置において設けられる、
　EEE48記載のフィルタ。
（EEE51.）
　３Ｄ画像の左目チャネルに対応する光波長を通過させる左目フィルタと、３Ｄ画像の右
目チャネルに対応する光波長を通過させる右目フィルタとを含む観察メガネであって、
　それぞれのフィルタは、複数の通過帯域のセットを含み、
　それぞれの通過帯域は、少なくとも１つの所望の狭帯域の光にそれぞれ対応し、少なく
とも１つの所望の狭帯域の光を通過させ、
　それぞれの通過帯域により通過される中心の波長は、対応する所望の光帯域の平均波長
に比較して赤にずらされる、
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　観察メガネ。
（EEE52.）
　それぞれ所望の光帯域は、狭い光帯域を含む、
　EEE51記載の観察メガネ。
（EEE53.）
　それぞれ所望の光帯域は、レーザ光を含む、
　EEE51記載の観察メガネ。
（EEE54.）
　それぞれの所望の光帯域は、レーザ光源から発生される、
　EEE51記載の観察メガネ。
（EEE55.）
　それぞれの所望の光帯域は、個別の光源から発生される、
　EEE51記載の観察メガネ。
（EEE56.）
　それぞれのレンズ上のフィルタは、少なくとも１つの青のみのフィルタ又は少なくとも
１つの赤のみのフィルタを含む、
　EEE51記載の観察メガネ。
（EEE57.）
　それぞれのレンズ上のフィルタは、１つの青のみのフィルタ又は１つの赤のみのフィル
タを含む、
　EEE51記載の観察メガネ。
（EEE58.）
　それぞれのレンズ上のフィルタは、１つの青のみのフィルタを含み且つ赤のみのフィル
タを含まないか、１つの赤のみのフィルタを含み且つ青のみのフィルタを含まない、
　EEE51記載の観察メガネ。
（EEE59.）
　それぞれのレンズ上のフィルタは、少なくとも１つの青フィルタ又は少なくとも１つの
赤フィルタを含み、フィルタは、２つの他の原色を含む、
　EEE51記載の観察メガネ。
（EEE60.）
　それぞれのフィルタは、少なくとも１つの単一色の通過帯域及び少なくとも１つの２色
の通過帯域を含み、
　それぞれの通過帯域は、そのチャネルに対応する波長の垂直軸の観察専用の通過帯域の
一部と、そのチャネルに対応する波長の垂直でない入射角での観察専用の垂直でない入射
角での観察部分とを含む、
　EEE51記載の観察メガネ。
（EEE61.）
　前記チャネルのうちの１つについて前記フィルタの最も青い部分は、少なくとも１つの
垂直でない入射角での観察の部分により分離される少なくとも２つの所望の光帯域を通過
する、
　EEE60記載の観察メガネ。
（EEE62.）
　前記チャネルのうちの１つについて前記フィルタの最も青い部分は、他のチャネルの青
のみの通過帯域及び緑－赤の通過帯域により囲まれる、
　EEE61記載の観察メガネ。
（EEE63.）
　前記チャネルのうちの１つについて前記フィルタの最も赤い部分は、少なくとも１つの
垂直でない入射角での観察部分により分離される少なくとも２つの所望の光帯域を通過さ
せる、
　EEE60記載の観察メガネ。
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（EEE64.）
　原色の光を通過させる複数の通過帯域を含む第一のアイフィルタを有する３Ｄ観察メガ
ネであって、前記複数の通過帯域のそれぞれは、垂直な入射角で狭帯域光を観察するため
に通過帯域の部分と、垂直でない入射角で狭帯域光を観察する垂直でない入射の通過帯域
部分を含む、
　３Ｄ観察メガネ。
（EEE65.）
　前記垂直でない入射の通過帯域の一部は、予め決定された角度で垂直でない入射角での
観察の狭帯域の光を通過するために十分に幅が広い、
　EEE64記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE66.）
　前記予め決定された垂直でない入射角での観察角は、約２５°である、
　EEE65記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE67.）
　前記垂直でない入射の通過帯域は、垂直な入射角で狭帯域の光を通過するために通過帯
域よりも長い波長を通過させる、
　EEE65記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE68.）
　前記垂直でない入射の通過帯域に比較して約５分の１のサイズの許容通過帯域であって
、垂直な入射角で狭帯域の光を通過させる通過帯域よりも短い波長を通過させる許容通過
帯域を更に含む、
　EEE65記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE69.）
　原色の光を通過させ、狭帯域の光を通過させる開いた端と閉じた端とを有する通過帯域
を含む複数の通過帯域を有する第一のアイフィルタを備える３Ｄ観察メガネであって、
　前記通過帯域は、許容通過帯域と、前記許容通過帯域の少なくとも５倍の帯域幅を有す
るシフト通過帯域とを含む、
　３Ｄ観察メガネ。
（EEE70.）
　開いた端と閉じた端とを有する第二の通過帯域を含む原色の光を通過させる第二のアイ
フィルタを更に含む、
　EEE69記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE71.）
　前記第二の通過帯域は、前記第一の通過帯域と比較して反対のスペクトルの端にある、
　EEE70記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE72.）
　前記第二の通過帯域は、青の波長の帯域であり、前記第一の通過帯域は、赤の波長の帯
域である、
　EEE70記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE73.）
　原色の光を通過させ、狭帯域の光を通過する開いた端と閉じた端とを含む通過帯域を有
する複数の通過帯域を有する観察フィルタを備える３Ｄ観察メガネであって、
　前記通過帯域は、許容通過帯域及びシフト通過帯域を含み、
　前記シフト通過帯域は、予め決定された角度で観察したときに生じる青のシフトの量に
近似的に等しい帯域幅を有する、
　３Ｄ観察メガネ。
（EEE74.）
　前記予め決定された角度は、映画スクリーンを観察したときに、メガネを通しての視野
の最大斜角を含む、
　EEE73記載の３Ｄ観察メガネ。
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（EEE75.）
　前記予め決定された角度は、映画館における後ろの座席の端に座ったときに、平均の映
画館の観察者による視野の平均斜角を含む、
　EEE73記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE76.）
　前記予め決定された角度は、１つの方向を向いて、前記メガネを通して別の方向におう
いて原色の光で投影された画像を観察しているとき、映画館の観察者による観察の平均の
斜角を含む、
　EEE73記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE77.）
　開いた端と閉じた端とを有する第一の通過帯域と、開いた端と閉じた端とを有する第二
の通過帯域とを含む少なくとも２つの通過帯域を備える３Ｄ観察メガネ。
（EEE78.）
　前記第一及び第二の通過帯域は、前記メガネの異なるフィルタ上にある、
　EEE77記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE79.）
　前記第一及び第二の通過帯域は、反対のスペクトル位置にある、
　EEE77記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE80.）
　前記第一及び第二の通過帯域は、前記メガネの同じフィルタ上にある、
　EEE79記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE81.）
　前記第一の通過帯域は、前記第一の通過帯域の閉じた端で、許容通過帯域を含む、
　EEE77記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE82.）
　前記第二の通過帯域は、前記第二の通過帯域の前記閉じた端で、前記メガネを通して鉛
直から外れた角度で観察されたときに原色を通過することのみが意図されるシフト通過帯
域を含む、
　EEE77記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE83.）
　前記第一の通過帯域は、前記第一の通過帯域の前記閉じた端で許容通過帯域を含み、前
記第二の通過帯域は、前記第二の通過帯域の前記閉じた端でシフト通過帯域を含む、
　EEE77記載の３Ｄ観察メガネ。
（EEE84.）
　可視波長の端で第一の通過フィルタを有する第一のアイレンズと、可視波長の反対の端
で第二の通過フィルタを有する第二のアイレンズとを備える３Ｄメガネ。
（EEE85.）
　前記通過フィルタのうちの１つは、垂直な視野角及び前記通過フィルタの閉じた端で前
記フィルタにより通過されることが意図される波長からのシフト通過領域を含む、
　EEE84記載の３Ｄメガネ。
（EEE86.）
　前記通過フィルタのうちの１つは、前記フィルタにより通過される波長からのシフト通
過領域であって、可視スペクトルの端に向かって可視通過制限なしに継続するシフト通過
領域を含む、
　EEE84記載の３Ｄメガネ。
（EEE87.）
　前記第一のアイレンズ及び前記第二のアイレンズのそれぞれは、緑の光を通過する更な
る通過帯域を更に含む、
　EEE84記載の３Ｄメガネ。
（EEE87B.）



(25) JP 2014-514598 A5 2015.3.26

　前記フィルタの特性は、前記フィルタ上の位置に従って変化する、
　EEE84-EEE87の何れか記載の３Ｄメガネ。
（EEE87C.）
　前記フィルタの特性は、フィルタ特性が前記レンズの中央領域と比較してそれぞれのレ
ンズのエッジで赤にシフトされるように、前記フィルタの位置に従って変化する、
　EEE84-EEE87Bの何れか記載の３Ｄメガネ。
（EEE88.）
　赤の波長におけるハイパスフィルタと青の波長におけるロウパスフィルタとを含む３Ｄ
フィルタ装置。
（EEE89.）
　緑の波長におけるバンドパスフィルタを更に備える、
　EEE88記載の３Ｄフィルタ装置。
（EEE90.）
　オープンエンドの前記ロウパスフィルタは、前記フィルタの「赤の壁」の波長で開始し
、狭帯域の青の光の波長に続くシフト通過領域で狭帯域の青の光を通過させる、
　EEE88記載の３Ｄフィルタ装置。
（EEE91.）
　前記フィルタ装置は、青－緑の通過帯域及び赤の通過帯域、緑－赤通過帯域及び青の通
過帯域のうちの１つを含む第二のフィルタ装置を有するフィルタ装置のセットの一部であ
る、
　EEE88記載の３Ｄフィルタ装置。
（EEE92.）
　緑の通過帯域を更に有する、
　EEE88記載の３Ｄフィルタ装置。
（EEE93.）
　オープンエンドな前記ハイパスフィルタは、シフト通過領域として前記オープンエンド
なハイパスフィルタにより通過される波長よりも高い波長を通過する前記ハイパスフィル
タの開口部を利用する、
　EEE88記載の３Ｄフィルタ装置。
（EEE94.）
　前記シフト通過領域は、予め決定された角度で垂直でない入射角で観察された光を通過
するために十分である、
　EEE90及びEEE93の何れか記載の３Ｄフィルタ装置。
（EEE95.）
　前記予め決定された角度は、約２５°の角度を含む、
　EEE94記載の３Ｄフィルタ装置。
（EEE96.）
　前記予め決定された角度は、典型的な観察のスタイル、平均の垂直でない入射角での観
察角度、及びある位置での許容可能な垂直でない入射角での観察角度、のうちの１つを含
む、
　EEE94記載の３Ｄフィルタ装置。
（EEE97.）
　前記予め決定された角度は、３Ｄチャネル間のクロストークを防止するために通過帯域
の数とガードバンドのサイズが与えられた場合に、前記フィルタ装置が最大の垂直でない
入射角での観察機能及び色空間を提供するように、通過領域をシフトするために利用可能
なスペクトルと垂直でない入射角での観察品質との間のトレードオフを含む、
　EEE94記載の３Ｄフィルタ装置。
（EEE98.）
　前記フィルタ装置の特性は、前記フィルタ装置の位置に従って変化する、
　EEE88-EEE97の何れか記載の３Ｄフィルタ装置。
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（EEE99．）
　２つの所望の光帯域を通過させ、通過帯域の青の端と前記所望の光帯域の最も青い部分
との間で許容帯域を有するように構成される少なくとも１つの通過帯域と、前記所望の光
帯域の最も赤い部分と前記通過帯域の最も赤い部分との間のシフト通過帯域とを備える３
Ｄフィルタであって、
　前記シフト通過帯域は、前記許容通過帯域よりも大きい帯域幅を有する、
　３Ｄフィルタ。
（EEE100.）
　前記シフト通過帯域及び前記許容通過帯域は、約5:1の帯域幅の割合を有する、
　EEE99記載の３Ｄフィルタ。
（EEE101.）
　前記少なくとも１つの通過帯域により通過される前記所望の光帯域は、異なる色である
、
　EEE89記載の３Ｄフィルタ。
（EEE102.）
　垂直な入射の通過領域とシフト領域とを含む通過領域で少なくとも１つの所望の光帯域
を通過するフィルタであって、
　前記フィルタは、入射の普通角で所望の光帯域を通過するとき、前記垂直な入射の通過
領域における前記所望の光帯域を通過させ、入射の増加される非普通角で前記シフト領域
の次第に赤になる部分における前記所望の光帯域を通過させ、
　前記垂直な入射の通過領域は、前記シフト通過領域よりも短い波長を含む、
　フィルタ。
（EEE103.）
　垂直な入射の通過領域及びシフト領域を含む通過領域において少なくとも１つの所望の
光帯域を通過させるフィルタであって、
　前記フィルタは、入射の普通角で前記所望の光帯域を通過させるとき、前記垂直な入射
の通過領域において前記所望の光帯域を通過させ、入射の増加される垂直な入射角度で前
記シフト領域の次第に赤い部分において前記所望の光帯域を通過させるように更に構成さ
れ、
　前記垂直な入射の通過領域は、前記シフト通過領域よりも小さい帯域幅を有する、
　フィルタ。
（EEE104.）
　垂直な入射の通過領域及びシフト領域を含む通過領域において少なくとも１つの所望の
光帯域を通過させるフィルタであって、
　前記フィルタは、入射の普通角で所望の光帯域を通過するとき、前記垂直な入射の通過
領域において前記所望の光帯域を通過させ、入射の増加される垂直な入射角度で前記シフ
ト領域の次第に赤い部分において所望の光帯域を通過させるように更に構成され、
　前記垂直な入射の通過領域は、青であり、結合された垂直な入射の通過領域及びシフト
通過領域に比較して中心からずれる、
　フィルタ。
（EEE102.）
　第一の垂直な入射の通過領域、第一のシフト通過領域及び第一の許容通過領域を含む第
一の通過領域において第一の所望の光帯域を通過し、第二の垂直な入射の通過領域、第二
のシフト通過領域及び第二の許容通過領域を含む第二の通過領域において第二の所望の光
帯域を通過するフィルタであって、
　前記フィルタは、入射の普通角で前記所望の光帯域を通過するとき、対応する垂直な入
射の通過領域において前記所望の光帯域を通過し、入射の増加される垂直な入射角度で前
記シフト領域の次第に赤の部分において前記所望の光帯域を通過し、
　前記垂直な入射の通過領域は、対応するシフト通過領域よりも短い波長を含む、
　フィルタ。
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（EEE103.）
　第一の垂直な入射の通過領域、第一のシフト通過領域、及び第一の許容通過領域を含む
第一の通過領域における第一の所望の光帯域を通過し、第二の垂直な入射の通過領域、第
二のシフト通過領域、及び第二の許容通過領域を含む第二の通過領域における第二の所望
の光帯域を通過するフィルタであって、
　前記フィルタは、入射の普通角で前記所望の光帯域を通過するとき、対応する垂直な入
射の通過領域における前記所望の光帯域を通過し、入射の増加される垂直な入射角度で前
記シフト領域の次第に赤の部分において前記所望の光帯域を通過し、
　前記所望の光帯域の短い波長の前記シフト通過領域は、長い波長の所望の光帯域の前記
許容通過領域を含む、
　フィルタ。
（EEE104.）
　第一の垂直な入射の通過領域、第一のシフト通過領域、及び第一の許容通過領域を含む
第一の通過領域における第一の所望の光帯域を通過し、第二の垂直な入射の通過領域、第
二のシフト通過領域及び第二の許容通過領域を含む第二の通過領域における第二の所望の
光帯域を通過するフィルタであって、
　前記フィルタは、入射の普通角で前記所望の光帯域を通過するとき、対応する垂直な入
射の通過領域における前記所望の光帯域を通過し、入射の増加された垂直な入射角度で前
記シフト領域の次第に赤の部分において前記所望の光帯域を通過し、
　高い波長の所望の光帯域の前記許容通過領域は、短い波長の所望の光帯域の前記シフト
通過領域の少なくとも１部を含む、
　フィルタ。
（EEE105.）
　第一の垂直な入射の通過領域、第一のシフト通過領域、及び第一の許容通過領域を含む
第一の通過領域における第一の所望の光帯域を通過し、第二の垂直な入射の通過領域、第
二のシフト通過領域及び第二の許容通過領域を含む第二の通過領域における第二の所望の
光帯域を通過するフィルタであって、
　前記フィルタは、入射の普通角で前記所望の光帯域を通過するとき、対応する垂直な入
射の通過領域における前記所望の光帯域を通過し、入射の増加された垂直な入射角度で前
記シフト領域の次第に赤の部分において前記所望の光帯域を通過し、
　それぞれの所望の光帯域に対応する前記垂直な入射の通過領域は、前記所望の光帯域の
結合された許容、垂直な入射及びシフト通過領域に比較して中心からずれる、
　フィルタ。
【００７２】
　本発明は、本明細書で記載されたエレメント（本発明の様々な部分又は特徴）の何れか
及びそれらの等価な概念を含むか、エレメントの何れか及びそれらの等価な概念から構成
されるか、基本的にエレメントの何れか及びそれらの等価な概念から構成される場合があ
る。さらに、本明細書で例示的に開示される本発明は、本明細書で具体的に開示されるか
否かに係わらず、何れかのエレメントがない場合に実施される場合がある。明らかに、本
発明の様々な変更及び変形は、上記教示に照らして可能である。従って、特許請求の範囲
において、本発明は本明細書で特に記載されない限り実施される場合があることを理解さ
れたい。
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